
21Vol.21 ● ISO NETWORK 20 ISO NETWORK ● Vol.21

JQA Interview

第三者認証規格の中でも現在めざま

しい成長をしているのは、特定分野のセ

クターの規格です。具体的には、食品

衛生分野の規格であるISO 22000や

IT分野の規格、鉄道関連のIRISなどの

認証取得が増えています。IQNetの主

力サービスであるSA8000も、特定の市

場や地域で人気が高まっているものの

一つです。

SA8000のSAは社会的説明責任

（Social Accountability）の略で、企

業の倫理的側面、特に労働者の人権

や雇用環境に特化した認証規格です。

具体的には、児童労働や強制労働の

撤廃、労働者の健康と安全、団結権な

どについて、第三者機関の審査によっ

て認証するものです。主に開発途上国

において、国際企業が労働者の権利に

ついて配慮していることを示すために認

証取得するケースが増えています。

IQNetでは、SA8000とは別に、類似

のサービスとしてBSCI（Bus i ness 

Social Compliance Initiatives）とい

うサービスも用意しています。こちらはグ

ローバルな取引を行う組織が、リスクの

高い国々のサプライヤーの社会的責任

についてモニターするための規格であ

り、先進国、開発途上国にかかわらずサ

プライチェーンの管理が求められる組織

の方々におすすめします。SA8000との

違いは、BSCIが主要な世界的な小売

業者によって運営されているサプライヤ

ー監査のスキームであることです。

さらに、今後有望と考えられるのがア

レルギー物質に過敏に反応する消費者

のためのアレルゲン・マネジメントに関す

るプログラムです。多くの国で食の安全

性に関心が高まり、またアレルギー物質

IQNet 事務局長
トニー・ディ・パルマ氏

IQNet はグローバルな
経済活動を
行う組織のために
革新的な認証サービスの
開発に努めています

IQNetは認証機関の国際的なネットワークで、そのネットワークを構成する

37のパートナー認証機関の事務所は、世界150カ国以上に存在し、パート

ナー全体で30万件を超える認証件数を持つ。JQAはこのIQNetのパート

ナーであり、IQNetを通じてグローバル認証サービスを提供している。

先ごろ来日したIQNetの事務局長トニー・ディ・パルマ氏に、世界の認証規格

に関する最近の動向とIQNetの新しいサービスについて聞いた。

に敏感な人が増えているなか、アレルギ

ー物質に対する接触の管理を適切に行

うことが重要になっています。アレルゲ

ン・マネジメントは、食品、化粧品、薬品な

どのメーカーやホテル、飲食店などで、

製品に含まれるアレルギー物質の種類

や量についての情報開示、アレルギー

物質を最小限に抑えるための取り組み

が行われているかをモニターし、適正な

管理をしている組織に認証ラベルを交

付するというスキームをもっています。

このほかにも事業継続に関するスキー

ムや、マネジメントシステムのパフォーマン

スのレベルを世界の同業種の組織と比

較できるベンチマークのスキームなども、

今後の伸長が期待できる分野です。

IQNetは、IAFやISO/CASCOに対して

も、リエゾンメンバーとしてさまざまな働きか

けをしています。今後も、グローバルな経

済活動を行う組織のために革新的な認

証サービスの開発に努めていきます。	

IQNetとは：
• 1990年に設立され、世界37カ国の
認証機関、200カ所以上の海外事
務所／現地法人で構成されたネット
ワーク。

• 世界150カ国以上にわたり31万件
の認証実績を持ち、全世界の認証
件数の約3分の1を占める世界最大
のネットワーク。

• メンバーの65％が自国内でNｏ.1の
シェア（うち半分はシェア30％）を有
している、各国を代表する認証機関
で構成されている。

• メンバー間で定期的に相互審査を
実施することにより、同等性を維持
し、メンバー間の審査の一貫性の
確保、審査技術の継続的改善を
図っている。

体制を見直しました。

　こうした取り組みに対して、診断の中

では「起きたことを重く受け止めて必要

な対策を採ったのは、いいことです」と、

評価を受けました。これは私たちにとっ

て、大きな励みになりました。

　また、係員が線路を歩いている時、

列車が近づくと音や光で列車の接近を

知らせる装置があります。ある現場の安

全衛生会議で、「ここは危ないから、そ

の装置があったほうがいい」という話

が持ち上がりました。その話が本社に

上がって、結果として、予算が付いて設

置が決まりました。診断の中では「現場

の声が予算付けにまで結びついたプロ

セスはすばらしいですね」と、評価いた

だきました。

　JQAの診断チームはどうでしたか。

長谷川氏　今回の担当者は、国土交通

省主任運輸安全調査官の経験者だけ

あって、評価の手法のみならず、我々の

組織についてもよくご存知でした。また、

「ここまで事前に資料を読み込んでくる

とは」、というのが率直な感想です。組

織、会議体の名称や内容を十分に把握

した上で、インタビューに臨んできます。

それだけに、インタビューはこちらの組

織などについて説明する必要がありま

日時 診断対象部門／診断項目

1日目

午前

事前打ち合わせ

初回会議

企業内概略見学

〈安全管理体制全般／施設管理〉
【安全統括管理者（兼施設部長）】

昼　　食

午後

〈安全管理体制の基本設計（確立～導入・運用～監視・
見直し～維持・改善）〉

【安全対策部（事務局）】

〈相直計画他〉
【プロジェクト推進部】

診断まとめ

中間会議

日時 診断対象部門／診断項目

2日目

午前

事前打ち合わせ

〈要員管理、内部コミュニケーション〉
【経営管理部】

〈要員教育、指令、運行〉
【運輸車両部】

昼　　食

午後

〈営業〉
【営業部】

診断まとめ

報告書作成

企業代表者報告会議

最終会議

■ 運輸安全マネジメント診断　プログラム実施例

せんでした。本質的な部分にまできちん

と踏み込んだ、内容の濃い診断をして

もらいました。

　診断後に受けた運輸安全 
　マネジメント評価の場では、 
　国土交通省から何かコメントが 
　ありましたか。

長谷川氏　運輸安全マネジメント評価

の内部監査に関するインタビューでは、

外部機関を活用した内部監査、つまり

JQAの運輸安全マネジメント診断の有

用性に関して、「客観性の高い監査が

実施できています」と評価を受けました。

　最後に、運輸安全マネジメント評価
　との兼ね合いはどうお考えですか。

長谷川氏　同じ第三者とは言っても、

監督官庁の目とJQAのようなマネジメン

トシステムの評価を専門に手がける機

関の目では、異なる部分もあります。

様々な角度からの指摘を改善していく

ことで、安全管理体制のレベルは確実

に上がると考えています。

　それに、国土交通省の運輸安全マネ

ジメント評価を前提とすると、予行演習

の意味合いを持たせることもできると

思います。初めてインタビューを受ける

担当者にとっては、評価前に診断を受

けておけば安心です。時間の余裕さえ

あれば、評価前に問題指摘を受けた点

を改めておくことができます。運輸安全

マネジメント評価と診断をセットと考え

てもいいと思います。	

会社概要
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